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子どもたちの中で「学び」が起きるのは、どんなときでしょうか？

この問いに対する答えを考える前に、そもそも「学びとは何か」ということを明確にしておく必要があるでしょう。

ここで私たちJJ Fellowshipが「学び」と呼んでいるのは、ジャン・ピアジェが言う「子ども達を発明者・発見者にする」という教育の使命を果たす過程にあるいくつものステップのことです。

この観点から「学び」を捉えるとすると、子どもたちの学びについて、次のことが言えるでしょう。

· 子どもたちは、自ら経験することを通して学ぶ

· 子どもたちは、実際に言葉を使ってコミュニケーションする事によって言葉を学ぶ

· 子どもたちは、手を使って何かをすることによって、より良く学ぶ

· 子どもたちは、身体を動かしたり、心を動かしたりする事によって、より良く学ぶ

これは、これまでに私たち自身が行ってきた英語指導の経験から受ける印象だけではなく、先の述べたジャン・ピアジェをはじめ、マリア・モンテッソーリ、レフ・ヴィコツキーなど、子どもたちという存在をいろいろな方面から観察し、研究を重ねた先達の理念とも合致するものです。

これらの事を念頭に置いた上で、では、指導者としての私たちは、英語教室に来る子どもたちに何を提供すればよいのでしょうか？それは、子どもたち自身の英語と言う言語に対する知的好奇心への刺激と、その知的好奇心を満たす事ができる場としてのアクティビティです。

私たちJJ Fellowshipは、このアクティビティのプランを立てる上で、常に、次のような「子どもたちの中で起きる学びのプロセス」を認識する事が必要だと考えます。

1） 五感を通して感じ、心を動かして感じる

2） 自らが感じたものやことをもとに、想像を広げる

3） 想像の世界を、事実や実際の経験に結び付けてよく考える

4） 自分の考えに、筋道を立ててまとめる

5） まとめた考えを、明確に表現する

このような考えに基づいて、今回のセミナーでは、以下にあげるようなアクティビティをご紹介させていただきました。

1) Animals, animals! ：英語教育の場で用いるゲームvs. アクティビティの意味について

＜知っている動物の名前を言ってからボールを投げよう＞

単語の定着を図るためには、反復練習は必要です。ただし、機械的に繰り返し言わせる方法は効果的ではありません。そこには、心を動かして感じる要素がかけているからです。その部分を補填するのが、“ゲーム”です。ボールを投げるという“ゲーム”の要素を加える事は、学びを促す“アクティビティ”を組み立てる事です。

2) Alphabet search：よくある活動を、子供たちにとって意味のある活動に変える方法

＜英字新聞に書かれているアルファベットの文字を探せ＞

アルファベットの文字に親しむ事は、外国語として英語を学ぶ子どもたちにとって欠くことができないステップです。と同時に、アルファベットの文字そのものは、英語を学び始めたばかりの子どもたちにとって、大した意味を持っていません。ですから、子どもたちの名前をスペルアウトして、アルファベットの文字を自分たちの名前の一部と言う意味を持たせ、その一文字一文字を探すアクティビティとして提供します。

また、競争と言う要素を持つアクティビティは、子どもたちにとって楽しいものです。でも、指導者の側から見たアクティビティの目的は、競争させる事ではありません。競争の要素のあるアクティビティのまとめとしてその結果を取り扱うときに、この、両側の視点を忘れてはいけません。つまり、競争である限り勝負をはっきりさせる事は必須なのです。そこで、負けたけれども面白かったと子どもたち全員が思えるような方法を工夫として、まずは全員が手を上げる事ができるように、小さい数字から始めて、カウントアップしていくのです。

3) ♪Wheels on the Bus：子どもたちが生まれながらに持っている想像力を利用する

＜一枚の新聞紙、何にすることができるかな？＞

折りたたんだり、丸めたり、新聞でできるものには何があるか、実際に手を使って何かを作らせてみます。ぼうし、船、メガフォン、望遠鏡など、いろいろなものができます。子どもたちは、与えられたものよりも自ら作り出したものについてより興味を持ちます。そこで、英語でなんと言うのかを知るための道具として、”What’s ～ in English?”というフレーズを与えてはどうでしょうか。自ら学ぶ姿勢を促すためには、こういった表現を与える事がとても大切です。

また、くしゃくしゃにした新聞紙は、時にはバスのハンドルになります。この新聞紙でできたハンドル一つで、子どもたちは大型バスの運転手さんになることができます。

4) “My Cat Likes to Hide in Boxes” written by Evan Sutton：英語の絵本を、英語を学ぶための教材として生かす方法の紹介

絵本を読み始める前に、猫の習性について話をしましょう。そして、十分に子どもたちの興味をかきたててから絵本を開きます。

絵本の読み聞かせをしながら、子どもたちにもお話に参加してもらいましょう。同じセンテンスの繰り返しと音韻を特徴とするこのお話を楽しむために、指人形のネコを使って、いろいろな国のネコたちを表現します。身体を動かす事によって、リピートしなさいと言わなくても、子どもたちはセンテンスを繰り返して口ずさみ始めます。そして、何度か自分で言う中で、音の繰り返しと英語のリズムの面白さに気がつきます。

世界地図を見せて、それぞれの国の場所を確認しましょう。

絵本は、言葉を学ぶ出発点にもなりますし、学んだ言葉を使う場としても利用できます。いずれの場合でも、絵を良く見せることと、お話としての流れを大切にすることに留意してください。
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